
アスパラガス定植前の牛ふん堆肥施用量が初年目収量及び土壌に及ぼす影響

［要約］アスパラガス定植前に牛ふん堆肥を、１０ａ当たり１０ｔ以上施用すると初

年目の収量は安定する。堆肥施用量が３０ｔになると下層土壌の硝酸態窒素濃度が高

く推移する。

専門 肥料 対象 葉茎菜類 分類 指導総合農林試験場・環境部・土壌肥料科

資料名：平成１３年度土壌肥料に関する成績書

［背景・ねらい］

アスパラガスは、一度定植すると数年植え替えずに栽培する。そのため定植前の堆肥施

用量は重要であり、県基準で２０t/10a以上、現場では県基準以上施用され、適正量が明

確に設定されていない。その結果、土壌環境悪化による収量や品質の低下並びに系外への

環境負荷が懸念される。そこで、アスパラガス定植前の牛ふん堆肥施用量の違いによる初

年目の収量及び土壌への影響を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．牛ふん堆肥を１０t/10a以上施用すると、アスパラガス初年目の収量は安定するが５t

/10a以下では減収する（図１）。

２．牛ふん堆肥を３０t/10a施用すると、アスパラガス栽培期間中の下層土（60～75cm）の

硝酸態窒素濃度が５～10mg/乾土100g程度と高く推移する（図２）。

３．アスパラガス栽培期間中における作土の腐植含量は、牛ふん堆肥を多く施用するほど

生育初期で高いが、５月下旬以降は施用量の違いによる腐植含量の差が小さくなる（図

３）。

［成果の活用面・留意点］

１．細粒黄色土壌に適用できる。

２．今後、アスパラガス栽培２年目以降の影響について検討が必要である。



［具体的データ］

表１ 牛ふん堆肥の成分量 （現物当たり％）

Ｔ－Ｃ Ｔ－Ｎ C/N比 Ｐ Ｏ Ｋ Ｏ 水分２ ５ ２

１４．０ ０．６６ ２１．２ ０．９９ １．１０ ６５．２

2)堆肥施用日:H12.10.12 定植日:H12.10.19 収穫開始日:H13.６.１ 収穫終了日:H13.10.18

3)堆肥は深さ40cm程度の土壌と混和

表２ 施肥概要 (kg/10a)
H12/10/18 H13/2/28 7/13 7/30 8/16 8/31 9/18 10/5

20 10 2 2 2 2 2 2Ｎ

20 12 2 2 2 2 2 2Ｐ Ｏ２

20 8 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3Ｋ Ｏ２
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図１　アスパラガスの収量
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図２　牛ふん堆肥施用量の違いによる下層土(60cm～75cm)の硝酸態窒素濃度
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図３　作土層の腐植含量

0

3

6

10/1 12/1 2/1 4/1 6/1 8/1 10/1

腐
植
含
量
（
％
)

３０ｔ

２０ｔ

１０ｔ

５ｔ

０ｔ
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